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　アナログという言葉の反義語としては，ディジタルが直ぐに諸氏の頭に浮かぶことと思う。アナロ

グ世代とかアナログ的思考というと何か古くさくて性能の良くないものや時代遅れといったイメージ

が漂う。一方で，ディジタル世代とかディジタル的思考というと若くてフレッシュなイメージや最新

の技術といったものを指すことが多い。

　信号処理の世界でもアナログ技術よりもフィルタリングが容易で，信号の分別や合成，誤り検出･

訂正，暗号化に優れ，ハードウェアもCPUやDSP（Digital Signal Processor，ディジタル信号処理専

用のプロセッサ）といったプログラムで内容を簡単に書き換えられるディジタル技術の方が主流とし

て広く使われるようになっている。一方で，アナログ技術は，基本的にディジタル技術を寄せ付けな

い応答性の良さとか，一般には安価であるといった優れた点を持っているため，特定の分野では根強

い需要がある。

　世の中の電化生活を支えている電源も，その膨大な生産量のため，低コスト化を求められることか

らアナログ技術が根強く用いられている代表的な例である。その電源においても，近年は，情報通信

分野やEV（電気自動車），再生可能エネルギー分野を始めとして，ディジタル制御技術が広く使われ

るようになっている。このような分野では，電源が孤立して運用されるのではなく，モニタリングや

エネルギーマネージメントを始めとするデータのやりとりが発生しており，これらはアナログ技術で

は難しく，ディジタル技術の独断場と言って良い。

　アナログ制御の下では，電源にとって負荷である電子機器へ供給する電圧を一定に保つということ

だけが目標であったが，ディジタル制御の下では，他の電源との協調動作や上位の監視装置との情報

交換といった周囲との関係に絡んだ運用が重要になってきている。今後，IoT（Internet of things）

普及に伴い，電源の急増と共に行き交う情報量も天文学的に増えることが予想される。

　そのような時代では，ディジタル技術は必須であるが，通信量に関しては，アナログ技術の時代の

ように何もないことが望ましいという矛盾をはらむ。そこで，今話題のAI（人工知能）の制御分野

における本格的な導入が求められることになる。AI導入に当たっては，ディープラーニングのよう

に大量のデータが要求されるが，一方で各電源が他の電源の動作を予測することで，通信無しで運用

出来るという正に“人間並みの制御･運用”が出来る可能性が極めて大きい。

　AIというと，目に見える人間のようなロボットに注意が行きがちであるが，見えないところの機

器の制御や設計をやれるようになって始めて本領を発揮するのではないだろうか。私の研究も含めて，

今後のAIに拘わる本学の多くの研究者の活躍を見守って戴きたい。

　そして，“アナログとディジタル”という新旧比較の時代から，ディジタルがAI技術に飲み込まれ，

“アナログとAI”が新旧として比較される新時代を早く迎えたいものである。
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　アナログとAI
長崎総合科学大学　新技術創成研究所　　　　　　　　　

学術教授　　黒　川　不二雄



追悼「故 大場先生を偲んで」

　　　　　長崎総合科学大学副学長　　野　瀬　幹　夫

　本学総合情報学部長である大場和彦教授は、平成30年１月１日に逝去されました。

大場先生は、昭和22年に島根に生誕され、昭和46年（1971年）愛媛大学大学院農学研究科修士課程を

修了され、同学農学部助手に着任。その後、昭和44年（1974年）より平成３年（1991年）まで農林水

産省九州農業試験場、同年４月から平成19年３月まで、（独）農業食品産業技術研究機構・九州沖縄

農業研究センター室長として奉職され、農業気象に関する多数の研究業績を修められると共に、日本

農業気象学会九州支部長・理事評議員を長年務められ、同学会に多大なる貢献をされ、日本農業気象

学会功績賞、同学会永年功労賞、平成27年には同学会フェローを受賞されております。

　その後、平成20年（2008年）より、本学の環境・建築学部教授に着任され、現在に至るまで農業気

象学の研究、教育を精力的になされました。本学では農業分野の研究を中心に、農薬を使わずに太陽

熱を利用した、陽熱負荷量と土壌病原菌の消毒効果の研究、大村湾の環境保全に関わる調査を県内の

小学校へ出向き、環境教育活動や長崎県内のバイオマス資源のエネルギー活用法の検討など、長崎県

の様々な環境問題の解決するため精力的に取り組まれました。その中でも、長崎市東部下水処理場の

「新型水熱処理プラント（メタサウルス）」の残渣を熱処理して取り出し、短時間でフミン酸やフルボ

酸を増量させる新しい肥料製造法（特許出願中）を開発され、画期的な肥料「大地のめざめ１号」と

して肥料登録されるまでに至っております。これらの研究を精力的に遂行されながら10年間に多くの

学部卒業生と６人もの博士の学位（本学出身３人、社会人博士３人）を輩出されたことは、非常に特

筆すべきことで称賛に値するものです。これは、大場先生の「研究に対する姿勢」と「学生に対する

温かい思いやり」の表れだと確信するものです。

　大場先生グループのこの研究を海洋バージョンに展開して、本学のブランドの一つとしてスタート

していた矢先に先生が逝去された事は、本学にとって大きな痛手となりますが、先生が育てられた博

士の方々が継承、発展されるものと思います。

　一方、同時に平成23年から平成25年まで環境・建築学部長を、改組により平成26年から現在に至る

まで、総合情報学部長として大学・学部の運営に多大なるご貢献をされました。

　以上の本学の教育・研究・大学運営に対し、「強い意志」と「温かさ」は本学教員の模範とされる

ものであり、心より深く感謝申し上げます。

　ここに多年に亘るご功績に対し、深く敬意を表し哀悼の意を表すものであります。
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　１．研究部門活動報告

　（１）環境・エネルギー部門

　21世紀に課せられた最大の課題である持続可能社会実現のための技術革新、具体的にはバイオマス

エネルギー、風力エネルギー、太陽電池、二次電池、燃料電池などを中心に、環境・エネルギー関連

の産官学の連携プロジェクトを立ち上げ推進する。

　現在の各研究員の主要テーマは下記の通りである。

大場　和彦　農耕地生態系内の物質循環に関する研究．
メタン発酵消化液残渣の農業分野への利用技術に関する研究．
バイオマス資源のエネルギー変換技術に関する研究．
耕作放棄地に新規導入作物の適地性評価に関する基礎的研究．

蒲原　新一　環境情報データの収集と可視化に関する研究．
持続可能な開発にかかわる評価システムに関する研究．

村上　信明　バイオマスのガス化発電技術、液体燃料製造技術の研究．
ＢＤＦ（バイオディーゼル油）の製造技術の研究．

山邊　時雄　高機能性ナノカーボン材料の創製と応用．
リチウムイオン電池．

平子　　廉　ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）を利用したディーゼル機関の燃焼研究．
バイオメタンを利用したガソリンおよびディーゼル機関の燃焼研究．

田中　俊彦　家庭・建物内でのエネルギー消費削減に関する研究．
木村　正成　アルカン類の直接的酸化によるアルコール生成の研究．

二酸化炭素を用いた炭素固定法の研究．
坂井　正康　草木をエネルギーとした高効率ガス化発電システムの開発．

草木バイオマスからのクリーン液体燃料合成技術の開発．
中道　隆広　高効率メタン発酵技術に関する研究．

廃棄物系バイオマス利活用の研究．
排水処理における有害物質除去法の研究．

杉田　　勝　リチウムイオン電池．リチウムイオンリサイクル
リチウムイオン電池負極用ナノカーボン．　燃料電池電極用ナノカーボン．
金属空気電池．電池リサイクル．電解質除去技術

吉村　　進　有機電子材料・グラファイト材料の研究．
環境社会科学と環境材料技術．

藤井　光廣　ナノカーボン材料の作製とリチウムイオン電池への応用．
化合物半導体の結晶成長と構造解析．

辻　　史郎　導光板方式によるLED面状照明装置の開発．
太陽電池とリチウム二次電池を組み合わせた発電技術の開発．

石橋　康弘　環境改善技術およびバイオマスエネルギー変換技術に関する研究
宮城　彰平　バイオマスのガス化・利用技術の研究．
薄田　篤生　下水汚泥処理技術「メタサウルス」から排出される廃液の処理技術の開発．
下高　敏彰　下水汚泥残渣の肥料化と燃料化．発酵処理システムの取り組み．
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平成29年度新技術創成研究所成果報告書

環境・エネルギー部門　部門長　蒲原　新一

　〔Ⅰ〕下水汚泥由来の肥料を用いた藻場再生研究

　（１）「自然由来肥料を用いた海藻育成に関する研究」（蒲原、中道）

　下水汚泥由来の肥料を用いた藻場再生実験に向けて、水槽内に作った人口海水において肥料の毒性

評価実験と海藻の育成実験を実施した。その結果、肥料を活用することについて問題は見つからず、

海藻の育成にも効果があることを確認した。

　〔Ⅱ〕バイオ燃料活用に関する研究

　（１）「バイオ燃料の内燃機関への適用に関する研究」（平子）

　カーボンニュートラルの特性を有している廃食油や植物油から製造したバイオディーゼル燃料

（BDF）や家畜糞尿や下水から製造したバイオガス（メタン）を内燃機関へ適用することで，不要資

源の再生利用と大幅なCO2削減を目指す研究として次の２点について実施した。

①　完全バイオ化を狙い廃食油とエタノール（植物由来を前提）から製造したBDFを，さらに燃

料物性を改善するために減圧蒸留による改良BDFの製造。

②　ディーゼルエンジンには適用できないバイオガスを，①の改良BDFをはじめ各種BDFとの

DUAL-FUEL方式にした場合の，ディーゼルエンジン（渦流室式間接噴射式）への適用性につ

いて調査・研究。

③　バイオガスを①の改良BDFをはじめ各種BDFとのDUAL-FUEL方式にした場合の，最近の主

流である直接噴射式ディーゼルエンジンへの適用性について調査・研究。

　（２）「過疎地域におけるBDF燃料を使用したコミュニティバス運行実施に向けた研究」（中道）

　長崎県大村市をモデルケースとして、過疎地域におけるBDF燃料を使用したコミュニティバス運

行に必要な条件や今後の課題について調査を行った。大村市では山間部の過疎化が進み、高齢者が市

街地へ出掛けにくい状況となっておりコミュニティバスなどの交通手段の需要が増加する。コミュニ

ティバスを地域の特色や状況に応じた形態で運行する基礎的調査を行った。

　（３）「草本バイオマスの高効率・高品質ガス化装置の開発」（中道）

　ガス化に関わるバイオマス原料の諸物性、および灰の溶融性について、その評価方法を検討すると

ともに、代表的なバイオマスについて測定、評価を行った。また、稲わら、葦など６種のバイオマス

を対象に、実際に小型実験装置でガス化試験を実施し、生成ガス組成、未燃分量などにつき有用な知
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見を４月中に成果をとりまとめた。

　〔Ⅲ〕持続可能な地域社会づくりに関する研究

　（１）びわ産地の営農環境改善に向けた研究（蒲原）

　びわ産地である長崎市茂木の大崎地区の「人・農地プラン」を実現するため、営農環境の整備と人

の交流の拡大に向けて、地域と行政、市民活動団体の係わりによるの関係者間の議論を進めた。

以上
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　（２）電気電子情報技術部門

　世界がグローバル化する今日、情報を入手し、吟味検索し、それを編集し提示することは、その国

の存亡に係わっているといっても過言ではない。本部門では、情報を提示するために、バーチャルリ

アリティやＣＧ、Ｗｅｂの技術を福祉や生活環境や企業経営の改善やコミュニケーションに、より密

接に有効利用するための研究開発を行う。また、これらの情報の基盤を支えるハードウェアの高速化、

高密度処理、高精密化の専用ＬＳＩの開発研究も合わせて行う。

松井　信正　スマートグリッド・エネルギーマネジメント・電力制御に関する研究

医療分野におけるIoT技術に関する研究

佐藤　雅紀　移動ロボットの開発および運動制御に関する研究．

神経回路網を模倣した制御機構に関する研究．

黒川不二雄　高速ディジタル制御アルゴリズムおよび回路の開発研究

衛星のエンジン制御システムの開発研究

田中　義人　組込みシステムに関する研究．

電力エネルギー・医療分野におけるICT融合化技術に関する研究．

次世代エネルギーおよびマイクログリッドのシミュレーション的研究．

本村　政勝　自己免疫性神経筋接合部疾患の病態解明と治療法の開発

田中　賢一　ホログラフィによる立体映像表現

映像やゲームにおけるコンテンツ技術

メディアコンテンツや有価証券の偽造防止技術

川添　　薫　医療用処置具・内視鏡治療器具に関する研究開発．

内視鏡保管庫用プラズマクラスター除菌消臭発生装置の開発

経鼻内視鏡用前処置具の開発と検証

輸液ライン小気泡除去に関する研究

手術前自動手指洗浄装置の研究開発

日當　明男　Webによるデータベース活用に関する研究開発．

システム同定によるモデル構築に関する研究

システム制御に関する数学的基礎研究．

劉　　　震　ビッグデータとデータマイニングに関する研究．

情報システムの構築と意思決定支援システムに関する研究．

リハビリロボットに関する研究．

下島　　真　データ収集／解析システムの開発・構築．

素粒子物理実験用の新しい検出器の開発．

杉原　敏夫　環境構造変化に適応する需要分析システムの研究

イノベーションの喚起を意識した意思決定支援システムの研究

清山　浩司　視覚情報処理システムと三次元集積化技術に関する研究．

医用電子システムに関する研究．
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崔　　智英　動作改善支援のための生体情報の可視化．

梶原　一宏　再生可能エネルギーシステムにおけるディジタル制御電源の研究

水野　裕志　医療福祉施設における院内グリッドの最適運用に関する研究

痩身者にやさしい電子体温計の開発．

ウェアラブルデバイス・システムに関する研究

三田　淳司　セキュリティインシデント事例収集

民間資格を活用したICT基礎力育成

横井　聖宏　心理・生理データに基づく展示演出照明の効果推定

カメラワークと構図が映像作品の評価に与える影響の分析

音声データ解析によるプレゼンテーションの質の定量評価

池　　浩司　医療機器の研究開発，カテーテル型凝血塊破砕吸引装置の研究開発

清水　悦郎　内視鏡内部洗浄装置の研究開発

食道癌ステント留置術に用いる電導型イングロース焼却ステントの研究開発

小林　　透　ソフトウェア生産技術，情報セキュリティ、データマイニング、次世代Web技術、及

びこれらの要素技術を応用したIoTサービス開発技術

江藤　春日　組み込みシステム、エネルギーマネジメント、制御監視装置のシステムエンジニアリ

ング、ソーシャル・ビッグデータ収集・発信基盤の研究

鈴木　高宏　次世代モビリティとＩＴＳに関する研究

モビリティと次世代エネルギーによるスマートコミュニティに関する研究

先端科学技術の社会実装とそれによる地域活性化に関する研究

関屋　大雄　パワーエレクトロニクスの分野で電力変換とその制御の研究

村田　明久　諫早スマートシティ構想実現のための研究活動

谷山絋太郎　医工連携分野における他大学との新しい共同研究の実現のための研究

末次　　正　パワーエレクトロニクスの分野で電力変換器の制御に関する研究

立石　哲也　生体力学．生体材料．再生医療工学．

山辺　敏雄　再生医工学並びに幹細胞に関する研究．

創薬シミュレーションに関する研究．

中村　克也　人工心肺等高度管理医療機器開発および開発手法の研究

近距離通信機能を持った医療デバイスの研究開発

米国、欧州、日本の医療機規制に関する研究

医療ソフトウェア品質管理システム構築とその品質保証に関する研究

岸川　忠弘　マイクログリッド及びグリーンエネルギーデバイスのモデル化の研究．

小柳　光正　三次元ヘテロ集積化技術を用いた積層型立体画像センサーLSIの開発．

鈴木　　孝　車載ECUソフトウェアの開発手法

丸田　英徳　ディジタル信号処理の電力変換器制御への応用

田中　　徹　集積化脳神経プローブを含む生体信号無線記録システムの開発
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平成29年度新技術創成研究所成果報告書

電気電子情報部門　部門長　松井　信正

　〔Ⅰ〕公共空間で活動する親和性に優れた次世代ロボットに関する研究

１）次世代ロボット研究会（佐藤、田中（義）、松井）

　地元企業と階段昇降アシスト装置に関する共同研究を立ち上げ、画像処理による利用者の姿勢変化

の計測を行った。また、試験用階段アシスト装置を用いた実験の結果、利用者の骨格を追従すること

で姿勢の変化が計測できた。さらに、転倒動作の検出も可能であることがわかった。

２）農作物収穫ロボットと小型水中ロボットに関する研究（佐藤）

　トマトを題材として農作物を収穫するロボットの開発に取り組んだ。これまで開発してきたロボッ

トベースに対して、遠隔操作のためのカメラや、小型コンピュータやマイコンボードの配置・レイア

ウトについて整備した。実証実験として第４回トマトロボット競技会のシニア部門に参加した。また、

小型水中ロボットでは、潮流環境下において活用することを念頭にグライダー型の遠隔操縦ロボット

を試作した。

　〔Ⅱ〕医療や教育に関するIoT技術の研究

１）医療分野のIoT技術の研究（松井、水野）

　医療分野のIoTサービスと技術への取り組みとして、エナジーハーベスティングの微小電力を電源

とした計測・通信技術の基礎研究をおこなった。

２）地方における中等教育学校向けのe-Lerningシステムの構築（田中（賢））

　中等教育学校向けのe-Lerningシステムのあり方について検討し、その構築に向けて、研究環境の

整備を行い、科学研究費補助金をはじめとした各種競争的研究資金の獲得へ向けた準備を行った。

　〔Ⅲ〕エネルギーマネージメント・再生可能エネルギーに関する研究

１）医療福祉施設における院内グリッドの最適運用に関する研究（松井、水野）

　医療施設の非常用電気設備の電力需給解析を行っている。大病院では、災害や電力系統の事故を想

定して非常用発電機EGを有している。院内負荷の実績の中から夏季冬季の最大負荷の期間を対象と

して、線形計画法を用いて従来の非常用設備に太陽光発電を加えた場合の最適なEGの運用解析を行っ

た。また、システムに必要なバッテリの最小化手法の提案を行った。
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２）電力変換に関する研究（松井、梶原）

　電力システムにおける電源部の制御回路のディジタル化が進む中、AC-DCコンバータの制御方式

で主流のディジタル平均電流モード制御に、高い安定性を有するディジタルヒステリシス電流モード

制御を提案し、負荷変動に対する出力電圧の収束時間を90％以上改善できた。また、太陽電池の後段

に使用されるDC-DCコンバータには最大電力点追従制御MPPTが用いられている。MPPT制御の動

作点のDCバス電圧の変動により大きく移動してしまう悪影響を抑圧するために、高速なMPPT制御

を提案し、バス電圧変動時の太陽光発電量の減少幅を約80％改善した。

３）五島市の農林漁業エネルギー活用推進部会（松井）

　五島市の農山漁村再生可能エネルギー地産地消型構想支援事業「農林漁業エネルギー活用推進部会」

に参画し、エネルギー需給バランス調整システムの導入可能性調査、再生可能エネルギー設備の導入

の検討、地域主体の小売電気事業者の設立の検討等を支援するとともに、そのノウハウの蓄積、他地

域への普及を進めている。

　〔Ⅳ〕医療，医療用計測装置・システムに関する研究

１）重症筋無力症やLambert-Eaton筋無力症候群の発症機序の研究（本村）

　アセチルコリン受容体AChR抗体陽性重症筋無力症MG患者の治療法で、主要免疫原性領域MIRを

標的とした免疫グロブリン療法を開発している。今回は、ヒトと動物の共通のMIRに対するモノクロ

ナル抗体の補体結合部位を取り除いた保護抗体を作製し、その抗体による疾患移送、いわゆる受動免

疫が予防できるかをin vivo動物実験で行った。現時点では、１つのMIR抗体だけでは、疾患移送を

予防出来ないことがわかり、その結果を報告した。

２）集積化脳神経プローブの研究（清山）

　頭蓋内埋込型の脳神経プローブシステムの研究において、集積化脳神経プローブを含む生体信号無

線記録システムの開発し、評価した。

３）痩身者にやさしい電子体温計やウェアラブル型ハイブリッド・メディカルデバイスの開発（水野）

　体温計の先端にある測温部に軟性スポンジを取付けることで弱力でも腋窩にフィットできる構造の

電子体温計の研究開発を進めている。この研究では、スポンジボール付き電子体温計を試作し、測定

で得られる温度変化から数値演算的に体温を算出できるようなアルゴリズムへの検討を行っている。

また、頸部に着目した無拘束且つ長期・連続バイタルモニタリングを可能とするウェアラブルデバイ

スの研究では、体温および脈波測定を可能にし、デバイス機能を拡張させた。

４）内視鏡的凝血塊破砕吸引装置に関する研究（池）

　上部消化管出血における内視鏡治療の視野の妨げとなっている凝血塊の性状や病状を考慮し、凝血

塊を迅速に除去可能な専用のデバイスの開発を行っている。内視鏡チャンネルに直接挿入可能なカ
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テーテル型凝血塊破砕吸引装置を試作し、人工凝血塊を用いて破砕性能について評価を行った。

　〔Ⅴ〕ビックデータに関する研究

１）データ科学とビッグデータから情報抽出方法に関する研究（劉）

　データ科学が依存する２つの要素は、データの多量性と多様性がある。インタネットの普及と社会

情報化により、現代社会の各業種はすべてデータに満ちており、複雑化したデータ型には、伝統的な

構造化データだけでなく、テキスト、画像、音声、動画などの非構造化データも含まれている。さらに、

ビッグデータの裏側の複雑な関係も無視できない。本研究では、グラフ理論と方法、特にハイパーグ

ラフhypergraphを用いて、サイバースペースcyberspace中のビッグデータにおけるデータ界の特徴

と相関関係を明らかにするため、情報の抽出方法を研究している。

以上
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　（３）海洋・複合新技術部門

　21世紀の国際的大競争時代を生き抜くためには、モノづくりに直結した生産技術の絶えざる技術革

新が不可欠である。また、そのためには、従来の基盤的技術と先端的技術分野を複合した学際的な新

技術への展開が望まれる。本部門では、機械システム・船舶・海洋機器・建築物等を主体とした各種

構造物の構築・生産・運用に係わる生産技術に関して、材料・構造・流体等の多岐の分野にわたり新

技術の研究・開発を行う。

野瀬　幹夫　波浪中における横断面の反りを考慮した縦の全体強度理論および実用化システムに関する研究．

グラフ理論による構造解析用実用化システム概念の構築に関する研究．

造船3D-CADを用いた迅速な初期構造設計システムに関する研究．

高速翼走をめざした人力水中翼船の研究開発．

海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．

初期構造計画時における全体強度解析･実用化システムの構築と最適化に関する研究．

黒田　勝彦　車内音低減アイテム開発に向けたインパネリインフォースの高周波NVメカニズム調査に関する研究．

機械構造物の入力パワーの変動を考慮した高精度の音圧予測手法の開発．

自動車の微小騒音に関する研究．

熱音響発電に関する研究．

FEMを用いた振動加振実験によるSEAパラメータ評価に関する研究，

池上　国広　多連結浮体システムの研究開発．

海洋エネルギー利用技術の研究開発．

浮体係留装置の研究開発．

木下　　健　海洋再生エネルギー利用の推進．

海洋構造物の運動,挙動についての研究．

海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．

本田　　巌　流体/構造連成振動解析法に関する研究．

板厚制御による振動伝搬抑制構造の検討．

振動エネルギー伝搬解析技術の実用化に関する研究．

音響による翼損傷検知に関する研究．

潮流発電機技術調査及び評価研究．

林田　　滋　潮流発電装置に関する研究．

滑走艇まわりの流体現象に関する研究．

自航試験の精度向上に関する研究．

ペーロン船の抵抗推進性能に関する研究．

影本　　浩　風波浪中における浮体運動に関する研究．

超大型浮体構造物（メガフロート）に関する研究．

魚の推進に関する研究．
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薄　　達哉　鉄塔支持型鋼製煙突の渦励振に関する研究．

コンクリート強度の簡易評価法に関する研究．

コンクリート強度推定における新しい微破壊試験方法の開発．

堀　　　勉　渦システムによる造波グリーン関数を導入した定常場力面の数値解析．

空中渦による水面の造波グリーン関数を導入した3D-WIGの空力特性の解析．

移動攪乱源の時間積分に対する停留位相法を適用した旋回する船の起こす波の数値シミュレーション．

Kelvin 波とHogner 波の接続解を用いた旋回する船の起こす波の計算．

松川　　豊　宇宙輸送機の空力加熱の研究．

超音速流れの研究．

電気流体力学（EHD）効果によるマイクロ液圧デバイスの開発．

電気流体力学現象を利用したマイクロポンプの研究．

松岡　和彦　船体構造の合理化及び長寿命化に関連する研究．

熟練者技能継承のための匠の技シミュレータシステム開発に関する研究．

オープンソース造船用3D-CADの開発とモジュール化設計による生産性向上．

海を活かす体験型技術教育の研究．

乗務員の就労環境向上を目的とした低騒音型漁船の開発に関する研究．

海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．

岡田　公一　溶接構造物の疲労強度評価法の確立に向けた研究．

構造物の最終強度（終局強度）に関する研究．

古野　弘志　海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．

初期構造計画時における全体強度解析･実用化システムの構築と最適化に関する研究．

吉田　博久　東長崎地域資源を活用した再エネシステムのFS．

電力自由化に関する地元企業の新事業創出．

松尾　博志　潮流発電装置に関する研究．

潮流発電用タービンの設計、およびCFDシステムによる流体性能の評価．

副島　勝則　再生可能エネルギーを活用した発電機の研究開発．

充電ステーションの実証事業．

金丸　英幸　船舶運航のエネルギー解析および気象･海象下の最適航海制御技術に関する研究．

船陸複合ネットワーク技術を用いたグローバルシステムインテグレーション．

各種リアルタイムシミュレータの研究開発．

計測データの特性解析．

石井　和男　ロボット分野の幅広い活用について研究．
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平成29年度新技術創成研究所成果報告書

海洋・複合新技術部門　部門長　本田　巌

　〔Ⅰ〕次世代型構造物の動的応答に関する研究

１）コンクリート強度推定における新しい微破壊試験方法の開発（薄）

　既設の海洋構造物および陸上構造物の維持管理において，重要な構造材料であるコンクリートの強

度をより簡単に推定することが求められている．しかし，コンクリート構造物の構造体コンクリート

強度を推定する方法としては，構造体からコンクリートコアを採取後，載荷試験をして調べる方法が

一般的である．この方法は，コアの抜き取りによる構造体への影響，作業手間およびコストの負担が

大きくなる．そのため，本研究では，電動の試験器具や精密機器等を用いず，より効率的にコンクリー

ト強度を推定する試験方法の開発を目的とした．

　実験の結果，コンクリート用釘を約４mm貫入して自立させた後に，錘によって釘を打ち込んでも，

これまで通り釘の貫入量とコンクリート強度には明確な関係があり，その関係式を明らかにすること

によって，コンクリート強度が釘の貫入量から推定できることがわかった．

　この成果を2018年３月４日に鹿児島大学で開催された日本建築学会九州支部研究発表会で発表した．

２）構造変更による振動入力パワーの変動に関する研究（黒田）

　機械製品の振動騒音問題の設計面での課題は，構造変更前後において振動入力パワーが変動するこ

とで，精度のよい音場の応答予測は難しいことがあげられる．そこで本研究では，単純構造を対象と

した構造変更による振動入力パワーの変動を明らかにすることを目的に，１枚の薄板平板とＬ型構造

物を対象に解析SEA（Statistical Energy Analysis）と実験SEAを用いて検討した．主な成果は以下

の通りである．

　イ）解析SEAによる振動入力パワーと実験SEAによる加振点振動入力パワーの算出方法 を整理した．

　ロ）板厚変動が振動入力パワーの値に影響が大きいことを，実験的に明らかにした．

　本成果は，新創研所報にて報告した．

３）初期構造計画時における全体強度解析･実用化システムの構築と最適化に関する研究（野瀬，古野）

　初期構造計画段階で経験の浅い技術者が構造特性を理解し易い ｢簡便で統一的な横断面の反りを考

慮した全体強度解析の実用化システム（Total-Warps）」の開発を目的としている．

　このサブシステムで開発中の「水平曲げ及び捩り荷重を受ける船体の捩り強度解析の実用化システ

ム（TR-Warps）」の解析法に新しい概念を導入した横部材を有する閉断面版対応の解析法を組み込む．

その後Total-Warpsに組み込みVB化し，簡便で高速化した入力システムを開発する．最後に構造最

適化手法を導入し，若手技術者が設計ツールとして使い易いTotal-Warpsを開発した．
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　まず，VB-Warpsと水平曲げ実用化システム（HB-Warps）及びTR-WarpsをVBに言語変換したこ

とにより，初期構造計画システム内のTotal-Warpsシステムへの迅速な連携化への一助となった．次

に，初期構造計画システム内の連携２サブシステムから，VB-Warpsサブシステムへ入力する際，以

前の手法より，より簡便で迅速な方法を考案した．また，コンテナ船機関室部等の閉断面の取り扱い

については文献調査の結果，最近のセンジャノビッチの捩じり剛性手法が有効であり，本研究のTR-

Warpsに導入した．

　〔Ⅱ〕再生可能エネルギーの開発･利用に関する研究

１）海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発（木下，野瀬，佐藤，松岡，古野）

　潮止めでない潮流下においても稼働できる海中ロボットの研究開発を行う．まずこの分野の調査研

究を行い，基礎研究として海中ロボットの基本設計を実施し，数例のロボット形状候補案を決定する．

海洋試験水槽においてスラスト性能試験，曳航試験及び制御試験を行い，最適な海中ロボットの形状

を選定した．

　潮流１m/s下で活動可能な中間ランチャ式自立型海中ロボット（ビークル）を設計した．ロボット

の設計にあたり，片持ち梁式スラスト計測装置を開発し，各スラスタの性能試験を実施した．スラス

タを覆うダクトの最適長を決定するため，ダクト長を変化させ，推進効率が最も良いダクト長をスラ

スタ毎に求めた．

　〔Ⅲ〕流体解析に関する研究

１）Kelvin波とHogner波の接続解を用いた旋回する船の起こす波の計算（堀）

　船の起こす波に対する停留位相法による理論解である，Kelvin波とHogner波を数値的に接続する

解を提案することにより，Kelvin角近傍でも波高値を有限に確定させる．次に，Stokerによる移動攪

乱源の時間積分に対する停留位相法を適用するに際し，その接続解を用いて，旋回する船の起こす波

を計算する，新しい手法を開発する．（2017年度〜2019年度の３年計画）

　一方，造船学（浮体静力学）の基礎理論に対する新展開を，２件（船のメタセンター半径BMの導

出理論，「浮心＝圧力中心」の証明）試みる．

　造船学（浮体静力学）の基礎理論に対する新展開として，下記２篇の論文を公表した．

　・船のメタセンター半径BMの導出に関する一考察，〈単著：堀　勉〉，

　　2017年４月，日本航海学会誌 NAVIGATION，創刊第200号記念号（pp.75〜79）

　・静水圧の圧力積分による船の浮心位置の決定 ― 浮心＝圧力中心の証明 ―，〈単著：堀　勉〉，

　　2018年１月，日本航海学会誌 NAVIGATION，第203号（pp.88〜92）
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　（４）基礎科学部門

　歴史が物語るように、新技術の創成は、基礎科学を拠り所にしているものがほとんどである。基礎

科学部門では、科学技術の発展を目指し、物理学、化学、生物学、経済学における基礎的な研究を行っ

ている。高エネルギー物理実験分野では、多くの国際共同実験を実施しており、フロントエンド読み

取り装置やデータ収集装置の開発を実施してきた。理論化学分野では、新しいかたちの超伝導現象の

提案を行い、実験的に検証されつつある。経済物理学の分野でも、新しいプロジェクトチームを結成

し、ピケティに迫るような新しい分野の開拓を目指しているところである。

　現在の各研究員の主要テーマは、下記の通りである。

大山　　健　高エネルギー物理実験、ALICE実験におけるTPC新型読出しシステムの開発

加藤　　貴　理論化学．量子化学．物性物理学．

濱垣　秀樹　高エネルギー原子核物理実験、 ALICE実験、量子計測技術

田中　義人　電力エネルギー・医療分野におけるICT融合化技術に関する研究,

ICT街づくり、高エネルギー物理実験、ALICE実験

下島　　真　データ収集／解析システムの開発・構築，

素粒子物理実験用の新しい検出器の開発

高エネルギー物理実験　ATLAS実験

澁佐雄一郎　素粒子理論、数理物理

杉原　敏夫　経営情報分析，データマイニング，経済物理学

環境構造変化に適応する需要分析システムの研究，

イノベーションの喚起を意識した意思決定支援システムの研究

奥野　公夫　高電場顕微鏡法による半導体−金属界面反応過程．

ダイヤモンド初期成長過程とプラズマガス−基板相互作用．

長　　良夫　代数的整数論，単項化問題，単数群．

上野　誠司　英語と日本語の二次述語構文

空間移動構文の分析と記述

繁宮　悠介　動物における体色の色彩多型維持機構の研究．

動物における形態の左右非相称性の進化機構の研究．

市瀬　実里　LD・発達症における遺伝的素因に関する研究．

学習症モデル生物の検討．

池田　裕一　経済物理学

菊森　淳文　地域経済マクロ計量分析,経営情報分析（経営戦略・財務・マーケテイング）

行政・公企業経営

志垣　賢太　高エネルギー原子核物理実験、ALICE実験MFT計画のDetector Control System開発

および物理解析

房安　貴弘　素粒子物理実験用検出器のための先進的読出し回路の開発研究．

ＧＥＭを用いた高効率・大面積ガンマ線イメージング装置の開発．
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平成29年度新技術創成研究所活動報告書

基礎科学部門　部門長　大山　健

　基礎科学部門では下記のような研究活動を行った。

　〔市瀬〕

　海水生物環境安定化のためにin vitro系の実験装置の作成し、海藻生育を目的とした小型閉鎖循環

システムの構築を行った。また、二枚貝や海藻による水質浄化能力の検討のためのパイロット実験を

行った。JSPS科研費（若手研究）「生命医科学領域からみた発達障害への早期介入」（18K13232：代表）

が採択され、これを推進した。

　〔澁佐〕

　素粒子の基本理論の中で，重力だけは単純な量子化に繰り込み不可能という問題があることが知ら

れている。そのため，ひも理論などの何らかの形で発散を回避した理論が必要と考えられている。そ

れらは本質的には有限最小長さを持たせることになるが，利便性を考えると従来の場の理論に最小長

さを加味した有効理論に需要があると考えられる。最小長さを実現する一般化された不確定性関係を

元にした場の理論を，演算子形式での定式化と経路積分形式での定式化の関係性と，相互作用項の可

能性について特に注目し，研究した。

　〔繁宮〕

　新たに始めた研究として、ゴミグモ属２種における交尾行動と配偶者選択行動の実験を開始した。

３年計画の１年目として研究手法を確立し、データを蓄積するとともに、２年目からのレーザードッ

プラー振動計を使った求愛時の網の振動を計測する試験を行った。また、前年度からの継続課題とし

て、クモの網に衝突するショウジョウバエの飛翔経路をビデオ画像から再現したほか、2012年度から

蓄積したギンメッキゴミグモの親子の体色データから遺伝性と可塑性が季節ごとに変化することを明

らかにすることができた。本研究は、JSPS科研費（基盤研究Ｃ）「メスの交尾可能回数の種間変異が

オスの繁殖戦略に与える進化的影響」（17K07577：代表）と、同じく（基盤研究Ｃ）「円網性クモの

交尾器破壊を用いたメスの再交尾抑制とその進化」（17K07576）の助成を受けたものである。

　〔大山〕

　超高温クォーク物質の創造によるQCD物性の解明を目指し、欧州合同原子核研究機構（CERN、本

拠地ジュネーブ）のALICE実験に参加し、その検出器の大幅な拡充を推進した。特に本年はJSPS科

研費（基盤Ｂ）「ALICE実験GEM-TPC連続読出を実現する新データ収集回路の要素開発」（17H02903：
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代表）の新規採択を受け、東京大学CNSと共同で、ALICE実験で特に重要となるTPCのトリガレス

連続読み出し型DAQの開発を加速させた。また、同様のアイデアをJ-PARC等における次世代実験で

応用すべく、日本原子力研究開発機構と協力し、JSPS科研費（挑戦的萌芽研究）「J-PARC重イオン

衝突における究極的高速データ収集系への挑戦」（16K13808）を推進した。

　〔田中〕

　次世代の大規模物理学実験や超広帯域なデータ収集が必要となる分野においては、CPUだけでな

く、FPGAやGP-GPUを駆使した新しいコンピューティング手法、即ちヘテロジニアス・コンピュー

ティングの確立が重要な鍵となる。本年度はCERN・ALICE実験の次世代検出器をターゲットに、新

しいタイプのDAQ・オンラインデータ処理システムの開発に着手した。本研究は、JSPS科研費（挑

戦的萌芽）「ALICE増強における究極的超高帯域データ収集システムの要素開発」（17K18783：代表）

の助成を受けたものである。また、大山と共同で、２／７に研究会「異種デバイス高速結合型高密度

情報処理システムの展望」を開催した。本研究会では工学系・理学系の研究者が集まり、異種デバイ

スを用いた新しいコンピューティングにについて活発な議論を交わした。
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量子計測科学寄付研究部門

　光量子等の効率的計測・データ処理技術開発を進め、その成果を高エネルギー原子核物理学実験研
究、非破壊検査等への技術応用を目的とする。

寄付
■ サイエナジー株式会社（東京大学発ベンチャー）

研究メンバー
■ 部　門　長：浜垣　秀樹　特命教授（平成28年３月まで東京大学教授）
■ 協力研究員：元田　良一（サイエナジー株式会社代表取締役社長）
■ 協力研究員：越牟田　聡（サイエナジー株式会社）
■ 協力研究員：阿部　圭一（サイエナジー株式会社）
■ 協力研究員：大山　　健（長崎総合科学大学新技術創成研究所教授）

開設
■ 2016年４月１日

「量子計測科学寄付研究部門」、この一年

部門長　濱垣　秀樹

　当部門は、サイエネジー株式会社の寄付により、３年間の時限付きで、平成28年４月に発足した。
これまでの二年間、主に二つの研究を進めてきた。
　一つは、高エネルギー重イオン衝突を用いた高温高密度QCD物質の実験的研究である。具体的には、
欧州CERN研究所LHC加速器でのALICE実験における国際共同研究を、新総研・基礎科学部門の大
山教授と密接な連携を取りつつ進めている。ALICE実験のTPC検出器の高度化に参与するとともに、
以下に述べる幾つかのデータ解析を進めて来た。
　ALICE実験のデータ解析は、主に東京大学大学院理学系研究科原子核科学研究センターの研究グ
ループ（代表：郡司卓准教授）と連携して進めている。主な研究課題は、（１）陽子＋鉛衝突におけ
る二粒子相関の研究、（２）陽子＋陽子衝突における単光子生成過程の研究、（３）陽子＋鉛衝突にお
けるＪ／Ψ生成の研究、であるが、近年大きな話題となっている「小さな系における流体的振る舞い」
を新たな手法を用いて調べることを目標としている。
　もう一つは、新総研着任後に始めた、新しいタイプの電子源の研究開発である。将来的にはＸ線源
への使用を見据えて、安定的で且つ任意の区域のスイッチングを可能とする安価な面線源の実現を目
指したものであるが、この２年間は半導体技術を用いた実現の可能性を追求した。本研究は、当部門
のサイエナジー社からの協力研究員に加えて、大山教授、清山准教授、田中教授らと極めて良い連携
をもって共同研究を進めることが出来ている。28年度に電場計算、一回目の試作を行ない、29年度に
その評価を進めたが、その主な担い手であった道上涼太（修士院生）くんは、その結果を修士論文[1]
に纏めた。また、29年度には二度目の試作を行い、現在その評価を進めつつある。

参考文献：
[1]「集積回路製造技術を用いた電解電子放出型電子源の開発」道上涼太、長崎総合科学大学・大学
院工学研究科・電子情報専攻・修士論文（2017年度）
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海洋エネルギー研究センター

　海洋エネルギー研究センターでは、国内外の研究者と広く連携するとともに、船舶工学、海洋工学

に係る教育研究約70年の経験を活かし、海洋産業の基盤となる船舶工学・流体力学・構造工学等を用

いた研究開発、新事業形成、人材育成に取り組む。

研究メンバー

■センター長：木下　健　教授

■研究員：池上国広　特命教授

■研究員：野瀬幹夫　教授

■研究員：林田　滋　教授

■研究員：松井信正　教授

■研究員：影本　浩　教授

■研究員：松岡和彦　准教授

■研究員：佐藤雅紀　准教授

■研究員：中道隆広　講師

海洋エネルギー研究センター　研究活動報告

センター長　木下　　健

　当部門は、本学が有する海洋工学に係る教育研究の技術を活かし、海洋産業の基盤となる研究開発、

新事業形成、人材育成に取り組んでいる。

　今年度は外部資金獲得を念頭に、戦略的研究予算を活用した海中ロボットの研究開発に取り組んだ。

開発中の海中ロボットは、潮流環境下において、潮流発電装置など海洋構造物の定期的なメンテナン

スや作業を予定している。潮流発電装置などを設置する潮流環境下について調査した結果、遠隔操作

型の海中ロボットROV：Remotely Operated Vehicleとし、母船からのケーブルの抵抗を受け持つ中

間ランチャ方式を採用する。作業環境は水深50mまでとし、その水圧に耐えうる耐圧容器を設計、製

作した。また各種部品の選定、発注をし、3D-CADでシステムのレイアウトや外装の設計をした。購

入したスラスタに対して、取り付け用のダクト長を変化させ、最適なダクト長を決定した。

　今後はスラスタを追加し、制御システムを実装する。また、海洋試験水槽において抵抗試験を実施

し、潮流環境下に最適な外装の形状を決定する。更に中間のランチャや母船からのケーブル張力の制

御などの開発をすすめる。



66

　２．平成29年度戦略的研究成果報告書

研究課題名 研究者

Kelvin波とHogner波の接続解を用いた旋回する船の起こす波の計算 堀　　　勉

海洋産業創出のための潮流下稼働可能型海中ロボットの研究開発

木下　　健
野瀬　幹夫
佐藤　雅紀
松岡　和彦
古野　弘志

初期構造計画時における全体強度解析･実用化システムの構築と最適化に関する研究 野瀬　幹夫
古野　弘志

内視鏡的凝血塊破砕吸引装置に関する研究
池　　浩司
川添　　薫
清水　悦郎

コンクリート強度推定における新しい微破壊試験方法の開発 薄　　達哉

ウェアラブル型体温脈拍測定デバイスに関する研究 水野　裕志

再生可能エネルギーの地産地消を用いた持続可能な地域づくり 蒲原　新一

「グラバー図譜」の３次元CG化とそれを活用した新たな社会貢献に関する研究
崔　　智英
繁宮　悠介
柴田　　守

小規模学校向けのラーニング・マネージメント・システムならびに教務事務システムの
構築

田中　賢一
大山　　健
三田　淳司
横井　聖宏

IoTを活用した見守りシステムの構築

横井　聖宏
田中　賢一
佐藤　雅紀
劉　　　偉

＊共同研究先との振動実験による実現象の解明 黒田　勝彦

＊バイオ燃料（バイオガス，ＢＤＦ）のディーゼル機関への適用
平子　　廉
村上　信明
中道　隆広

＊医療サービスのIoT技術に関する基礎研究

松井　信正
田中　賢一
水野　裕志
横井　聖宏
梶原　一宏

＊バイオマス内の有効資源を活用した海岸海域生態系の保全に関する基礎的研究

大場　和彦
蒲原　新一
繁宮　悠介
市瀬　実里
中道　隆広

＊＊食道癌ステント留置術に用いる電導型イングロース焼却ステントの研究開発

清水　悦郎
川添　　薫
池　　浩司
（藤原）

＊　技術論文として掲載済み　＊＊　論文発表前のため未掲載
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　３．講演会・セミナー開催状況

●第15回公開講演会
　　「21世紀の科学技術」〜生命と環境〜
日時：平成29年11月５日（日）13：00〜15：35
場所：平安閣サンプリエール

開会挨拶　　　　　　　木下　　健　　　長崎総合科学大学　学長

基調講演
　　　「iPS細胞とは何か　−基礎研究と医療応用の最前線−」
　　　　　　　　　　　齊藤　博英　氏（京都大学iPS細胞研究所　未来生命科学開拓部門　教授）

講　　演
　　「工学技術の医療応用 〜人工網膜システムによる視覚機能の回復〜」
　　　　　　　　　　　清山　浩司（長崎総合科学大学大学院工学研究科　准教授）

　　「これからの食とエネルギーをつなぐ一次産業」
　　　　　　　　　　　中道　隆広（長崎総合科学大学大学院工学研究科　講師）

閉会挨拶　　　　　　　田中　義人　　　長崎総合科学大学　新技術創成研究所長

●研究会
　　　「異種デバイス高速結合型高密度情報処理システムの展望」
日時：平成30年２月７日（水）10：00〜18：00
場所：長崎総合科学大学　グリーンヒルキャンパス

講　　演
　　「粒子物理実験におけるGPUの応用可能性　−ALICE実験 を例に−」
　　　　　　　　　　　郡司　　卓　氏（東京大学大学院理学系研究科　准教授）

　　「マルチFPGAによるアクセラレーション実現のためのプラットフォームの開発」
　　　　　　　　　　　長名　保範　氏（琉球大学工学部　助教）　

　　「高位合成コンパイラを用いた3Dステンシル計算のFPGAアクセラレーションと最適化」
　　　　　　　　　　　柴田裕一郎　氏（長崎大学工学研究科　准教授）

　　「J-PARC-HI計画におけるコンピューティング」
　　　　　　　　　　　佐甲　博之　氏（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構）

　　「CERN LHC ALICE実験におけるFPGAを用いた大量並列型データ処理における課題」
　　　　　　　　　　　大山　　健　氏（長崎総合科学大学大学院工学研究科 教授）
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「第15回新技術創成研究所公開講演会」報告

環境・エネルギー部門　中道隆広

　【公開講演会報告】

　本公開講演会は、先端科学技術の紹介を目的とした公開講演会や産学官連携を目的とした公開シン

ポジウムである。15回目となる今年度は、“生命と環境”をテーマとした公開講演会を開催した。基

調講演として京都大学iPS細胞研究所より齊藤博英教授をお招きし、「iPS細胞とは何か　−基礎研究

と医療応用の最前線−」をお話ししていただき、約160名の高校生や長崎で再生医療に興味がある一

般の方が多く来場していただいた。

　基調講演では、斎藤先生からはご自身がこれまで体験してこられた高校時代のエピソードや経験、

そこから今の研究へ繋がる閃きがあったことを高校生へのメッセージを送り、ノーベル生理学・医学

賞を受賞されたiPS細胞研究所の山中伸弥教授との出会いなどを笑いを交えながら楽しくお話いただ

きました。iPS細胞の可能性や今の現状、そして今後の期待についてご講演頂き、iPS細胞の利用法の

一つとして医療分野で行われている再生医療の研究やiPS細胞研究所で研究者が今取り組んでいる挑

戦など、最新の研究を分かりやすく解説していただきました。

　基調講演後は、本学から清山浩司准教授（工学部工学科電気電子工学コース）と中道隆広講師（総

合情報学部総合情報学科生命環境工学コース）がそれぞれ講演し、失った視力を取り戻す技術として、

デジカメの技術を応用した電子網膜（人工視覚）により擬似的に網膜を復元する人工視覚技術や、本

学を含めた「東長崎エコタウン構想」で実証実験が進められている、東部下水処理場におけるメタン

発酵残渣の肥料化技術を利用した循環型社会に向けたシステムの構築について講演した。

　【講演プログラム】

基調講演「iPS細胞とは何か　−基礎研究と医療応用の最前線−」 

　　　　　京都大学iPS細胞研究所　齊藤博英教授

　講演１「人工網膜システムによる視覚機能の回復」

　　　　　本学工学部　清山浩司准教授

　講演２「これからの食とエネルギーをつなぐ一次産業」

　　　　　本学総合情報学部　中道隆広講師

日時：平成29年11月５日（日）13：00〜15：35

場所：サンプリエール

主催：長崎総合科学大学 大学院 新技術創成研究所
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　４．研究所員の研究活動状況

　（１）学術論文発表（2017.4.1～2018.3.31）

著者名 論文標題又は書名 掲載雑誌名又は出版社名 巻･号･頁・発行年月日 単著・共著の別
（共著の場合は共著者名）

1
下高 敏彰
日當 明男
大場 和彦

土壌の貯熱量を示す陽熱負荷量の近似モデルにお
ける土壌環境補正係数の提案

日本農業気象学会75周年記念
大会（2018年全国大会） J-6，2018年3月13日

2
山邊 時雄
杉田　勝
村上 信明

Naイオン電池（NIB）の炭素系負極材料におけ
るNaの構造について 電気化学秋季大会 1D31, 2017年9月 石川 滋

3
山邊 時雄
杉田　勝
村上 信明

Quantum Chemical Study of Sodium Insertion 
to Hard Carbon Electrode Materials 日本化学会第98春季年会 3PB-008, 2018年3月 石川 滋

4

松井 信正
水野 裕志

黒川不二雄
江藤 春日

GA based Optimization for Configuration 
and Operation of Emergency Generators in a 
Medical Facility Using Renewable Energy,

International Journal of 
Renewable Energy Research 
(IJRER)

Vol.8, No.1, pp.200-207, 
March 2018. Masaharu Tanaka

5

松井 信正
水野 裕志
田中 義人

黒川不二雄

Estimation of Optimal Capacity of Battery by 
Combined Use of a Renewable Energy System 
and Emergency Generators in a Large Hospital

6th International Conference 
o n  Renewab l e  Ene rgy 
Research and Applications 
(ICRERA)

San Diego, pp. 515-518, 
5-8 Nov. 2017.

Teppei Baba, 
Masaharu Tanaka, 
I. Colak, and N.Matsui

6

松井 信正
水野 裕志
田中 義人

黒川不二雄

Comparison of Optimum Energy Schedule of 
Emergency Generators of Large Hospital with 
Renewable Energy System Using Mathematical 
Programing Method,

6th International Conference 
o n  Renewab l e  Ene rgy 
Research and Applications 
(ICRERA)

San Diego, pp. 519-523, 
5-8 Nov. 2017

Teppei Baba, 
Masaharu Tanaka, 
I. Colak, and N.Matsui

7
松井 信正
梶原 一宏

黒川不二雄

72V DC Bus Output Full-Bridge Converter in 
Solar Power System for Micro EV,

6th International Conference 
o n  Renewab l e  Ene rgy 
Research and Applications, 
(ICRERA)

San Diego, pp. 544-547, 
5-8 Nov. 2017. Sinichiro Hattori

8

松井 信正
江藤 春日
水野 裕志

黒川不二雄

Genetic Algorithm based Optimization for 
Configuration and Operation of Emergency 
Generators in a Medical Facility

6th International Conference 
o n  Renewab l e  Ene rgy 
Research and Applications, 
(ICRERA)

San Diego, pp. 919-924, 
, 5-8 Nov. 2017 Masaharu Tanaka,

9
松井 信正
梶原 一宏

黒川不二雄

A New MPPT Control for Solar Panel under 
Bus Voltage Fluctuation

6th International Conference 
o n  Renewab l e  Ene rgy 
Research and Applications, 
(ICRERA)

San Diego, pp. 1047-
1050, 5-8 Nov. 2017

10
松井 信正
梶原 一宏

黒川不二雄

Proportional and Integral Gain Changeable 
Control DC-DC Converter for Improvement of 
Dynamic Performance

Telecommunications Energy 
Conference (INTELEC)

2 0 1 7  I E E E 
International, pp. 595-
598, Oct. 2017.

Yudai Furukawa

11 松井 信正 Stable output current estimation for switching 
power converter

2 0 1 7  I E E E  E n e r g y 
Conversion Congress and 
Exposition (ECCE)

pp .  5312 -5316 ,  Oct . 
2017.

12 松井 信正
水野 裕志

太陽光発電設備を導入する大病院の非常時の電力
グリッドの最適運用方法の改善 電子情報通信学会, 信学技報 EE2017-51，pp. 53-58，

2018年1月28日 馬場哲平

13 松井 信正
水野 裕志

院内に太陽光発電システムを導入する場合のバッ
テリ容量の統計的評価 電子情報通信学会, 信学技報 EE2017-52，pp. 59-62，

2018年1月28日 馬場哲平

14
松井 信正
梶原 一宏

黒川不二雄

太陽光発電システムにおける最大電力点追従制御
の応答性改善について 電子情報通信学会, 信学技報 pp. 87-91, 2018年1月 戸村日向

15 松井 信正
水野 裕志

二次計画法を用いた非常用発電機と太陽光発電に
よる異常時の院内グリッドの運用方法

第25回電子情報通信学会九州
支部(学生講演会) D-29，2017年9月26日 馬場哲平

16
松井 信正
水野 裕志

黒川不二雄

再生可能エネルギーシステムと非常用発電機の併
用による異常時の院内電力グリッドのバッテリ容
量

電子情報通信学会, 信学技報 EE2017-18，pp. 55-58，
2017年7月27日 馬場哲平，田中雅晴

17 松井 信正
水野 裕志

環境およびバイタルエクセルギーを活用した電源
レスIoTに向けたシステムデザインに関する考察 
−移動空間を想定した実証実験の一例から−

創見創新　長崎総合科学大学
大学院　新技術創成研究所　
所報

第13号，ページ番号 山口祐資

18 松井 信正
Report  on  the  6 th  IEEE Internat i ona l 
Conference on Renewable Energy Research and 
Applications (ICRERA2017)

IEICE Communicat ions 
S o c i e t y  G L O B A L 
NEWSLETTER

Vol. 42, No.1 , p. 32, 
March 2018.

19 佐藤 雅紀
松岡 和彦 軍艦島（端島）の護岸に関する試験的海中調査

計測自動制御学会第34回セン
シングフォーラム計測部門大
会

2P1-11，2017 渕上和輝，室田真由子

20 佐藤 雅紀
松岡 和彦

遠隔操作型海中ロボットの開発および堤防壁面の
試験的調査

創見創新　長崎総合科学大学
大学院　新技術創成研究所　
所報

第12号，pp.23-26，2017

21 佐藤 雅紀
松岡 和彦 低価格ROVの利用とその可能性 日本船舶海洋工学会秋季講演

会
論文番号2017A-GS4-7、
2017

22 佐藤 雅紀
横井 聖宏

ロボット教材を活用した主体的・対話的で深い学
び（第1報）実践的な講義の概要と試行

日本機械学会技術と社会部門
講演会2017年度講演会 142(2pages)、2017 山下詩織，日高義浩
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23 田中 賢一 パソコン操作指示システムの開発 電子情報通信学会技術報告
v o l .  1 1 7 ,  n o .  2 2 8 , 
IE2017-61, pp. 107-110, 
2017年10月

梅本雄史

24 田中 賢一 高校生のためのパソコン操作指示システムの開発 長崎総合科学大学紀要 2018年1月 梅本雄史

25 劉　　震 Trees with Large Numbers of Subtrees International Journal of 
Computer Mathematics

2017, Vol. 94 Issue 2, 
p372-385

Yuzhi Xiao ,Haixing Zhao, 
Yaping Mao

26 清山 浩司
D e v e l o p m e n t  o f  i n t e g r a t e d 
photoplethysmographic recording circuit for 
trans-nail pulse-wave monitoring system.

Japanese Journal of Applied 
Physics

57 o4FM11(5pages) , 
January 14, 2018

Zhengyang Qian, 
Yoshiki Takezawa, 
Kenji Shimokawa, 
Hisashi Kino, 
Takafummi Fukushima, 
Tetsu Tanaka

27 清山 浩司
An Integrated Photo -P le thysmography 
Recording Circuit for Trans-Nail Pulse-Wave 
Monitoring System

2 0 1 7  I n t e r n a t i o n a l 
Conference on Solid State 
Devices and Materials

pp.1-2, Sep. 19-22,2017 Z.Qian,  T.Tanaka

28 清山 浩司
Wide-range bioelectrical impedance analysis 
circuit with GIDL-controlled ultra-small current 
and ultra-low frequency square wave generator

2 0 1 7  I n t e r n a t i o n a l 
Conference on Solid State 
Devices and Materials

pp.1-2, Sep. 19-22,2017 Y.Takezawa, T.Tanaka

29 清山 浩司 三次元積層人工網膜チップのためのラプラシアン
エッジ強調機能を有する刺激電流生成回路の評価

第78回応用物理学会秋季学術
講演会 7a-A502-10，2017年9月

下川賢士，田中徹，銭正阳，
竹澤好樹，木野久志，
福島誉史

30 梶原 一宏
黒川不二雄

Design of Digital Hysteresis Current Control 
Circuit in AC-DC Converter for Wind Power 
Generation

I E E E  I n t e r n a t i o n a l 
Conference on Renewable 
En e r g y  R e s e a r c h  a n d 
Applications

 pp. 510-514 Satoshi Kuboyama

31 梶原 一宏
黒川不二雄

Improvement of Transient Characteristics of 
AC-DC Converter Connected with HVDC Bus

I E E E  I n t e r n a t i o n a l 
C o n f e r e n c e  o n  P o w e r 
E l e c t r on i c s  and  Dr i ve 
Systems

pp. 474-478 Satoshi Kuboyama

32
梶原 一宏
江藤 春日

黒川不二雄

An Evaluation of Charging Power Balance of 
EV Battery for Household Distributed Power 
System

International Journal of 
Renewable Energy Research vol. 8, no. 1, pp. 1-6 Shinichiro Hattori

33
梶原 一宏
丸田 英徳

黒川不二雄

ディジタルヒステリシス電流制御電源の過渡特性
について 電気学会研究会資料 pp. 27-31 久保山聡之 

34 梶原 一宏
黒川不二雄

過渡特性改善のための比例・積分ゲイン可変方式
DC-DCコンバータについて

電子情報通信学会技術研究報
告  pp. 141-145 古川雄大

35 梶原 一宏
黒川不二雄

ディジタルヒステリシス電流制御電源の過渡特性
について

電子情報通信学会技術研究報
告  pp. 21-25 久保山聡之，樋口剛

36
梶原 一宏
江藤 春日

黒川不二雄

デ ィ ジ タ ル ヒ ス テ リ シ ス 電 流 制 御 を 用 い た
AC-DCコンバータの過渡特性改善について

電子情報通信学会技術研究報
告 pp. 75-79 久保山聡之

37 水野 裕志
Optimum Conditions of Temperature Prediction 
Mechanism by Thermal Behavior Model Using 
Electric Circuit

Transaction on Pacific Area 
Longevity Medical Society 
(PALMS)

No. 9, pp. 19-26, June 
2017.

Kazuhide Okada and 
Masafumi Matsumura

38 水野 裕志 軟質性ボールを用いた体温計測温部の提案 平成29年第25回電子情報通信
学会九州支部(学生講演会) D-29，2017年9月26日 山本弘夢

39 水野 裕志
Evaluation and Verification of a Wearable 
System for Photoplethysmography on Cervical 
Body Surface

Transaction on Pacific Area 
Longevity Medical Society 
(PALMS)

No. 15, pp. 24-35, 
January 2018

Kouji Kaneko and 
Masafumi Matsumura

40 黒田 勝彦 FEMを用いたSEA構造モデル構造法に関する研
究 長崎総合科学大学紀要 第57巻,pp.33-38，2017-7 並川修平

41 黒田 勝彦 ＦＥＭを援用した実験ＳＥＡモデル構築における
構造加振法に関する研究

機械学会環境工学総合シンポ
ジウム2017

CD-ROM論 文 集，109.
pdf，(浜松，2017-7) 並川修平

42 黒田 勝彦 接触を有する構造物のFEMを用いた振動モデル
に関する研究

創見創新　長崎総合科学大学
大学院　新技術創成研究所　
所報

第 1 2 号 ， p p . 2 7 - 3 2 ，
2017-8 荒巻聖，宮入徹

43 黒田 勝彦
Construction of Experimental SEA using 
FEM on a Mechanical Structure subjected to 
Displacement Excitation

Proceedings of Inter-Noise 
2017

pp.4107-4114, 2017-8 
(Hong Kong)

44 黒田 勝彦 接触を有する機械構造物のFEMを用いたモデル
構築に関する研究 日本機械学会年次大会 G1000205.pdf（ さ い た

ま，2017-9） 荒巻聖，宮入徹

45 黒田 勝彦 基礎励振による構造SEAモデルの構築に関する
研究

日本機械学会九州学生会第49
回卒業研究発表講演会

B11.pdf，（ 大 分，2018-
3） 久崎敬太，並川修平

46 黒田 勝彦 SEAによる入力パワーの変動を考慮した構造変
更による振動と音圧予測に関する研究

日本機械学会九州支部第71期
講演会

pp.343-344，（ 福 岡，
2018-3） 井上朝陽

47 黒田 勝彦 構造の伝達特性に着目した振動低減のための構造
変更に関する研究

日本機械学会九州支部第71期
講演会

pp.345-346，（ 福 岡，
2018-3） 湯浅那央斗

48 堀　 勉 船のメタセンター半径 BM の導出に関する一考
察

日本航海学会誌 
NAVIGATION

創 刊 第200号 記 念 号，
pp.75～79，2017.4 単著

49 堀　 勉 静水圧の圧力積分による船の浮心位置の決定 ― 
浮心＝圧力中心の証明 ―

日本航海学会誌 
NAVIGATION

No.203，pp.88 ～ 92，
2018.1 単著
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50 松川　豊 超音速気流の生成と可視化
創見創新　長崎総合科学大学
大学院　新技術創成研究所　
所報

第12号, pp.33-38,2017 松本航暉，古賀勇輝

51 松川　豊 イオンドラッグ型EHDマイクロポンプ内流れの
数値シミュレーション 日本機械学会論文集

V o l . 8 4 ,  N o . 8 5 8 , 
D O I : 1 0 . 1 2 9 9 /
transjsme.17 -00358 , 
2018.

単著

52 松川　豊 イオンドラッグ型EHDマイクロポンプにおける
圧力生成の数値シミュレーション

日本機械学会九州支部第71期
総会・講演会論文集 pp.87-88, 2018 単著
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　（２）講演・口頭発表

番
号 講　師 講　演　テ　ー　マ 学 会 名 等 場　　所 実施日

1 中道 隆広 これからの資源とエネルギー～ごみが活躍する将
来～ NiASセミナー 長崎工業高等高校 2017年12月6日

2 黒川 不二雄 IoTを支えるディジタル制御電源の課題と解決手
法

IoT時 代 に 求 め ら れ る「 ス
マートな電源設計」セミナー

御茶ノ水ソラシティカンファ
レンスセンター 2017年6月1日

3 田中 賢一 スマートフォンの仕組み NiASセミナー 長崎南高等高校 2017年10月27日
4 日當 明男 情報って何？　～コンピュータは何している～ NiASセミナー 鹿町工業高等高校 2017年11月9日
5 日當 明男 情報ってなに？コンピュータは何をしている？ NiASセミナー 宮崎工業高等高校 2017年12月8日

6 清山浩司 タイトル＝集積化脳神経プローブを含む生体信号
無線記録システムの開発 研究成果発表会 半導体理工学研究センター

（STARC） 2017年5月25-26日

7 清山 浩司 電気電子系の学びと仕事 NiASセミナー 大村工業高等高校 2017年12月12日

8 水野裕志 軟質性ボール付き体温計測温部による温度予測の
精度評価

平成29年第5回看護理工学会
学術集会 金沢大学 宝町キャンパス 2017年10月14日

9 水野裕志 痩身者にやさしい電子体温計 平成29年第5回看護理工学会
学術集会 金沢大学 宝町キャンパス 2017年10月15日

10 水野裕志 痩身者にやさしい体温計測温部の有効性比較 日本福祉工学会第2回九州支
部大会2017 北九州国際会議場 2017年11月18日

11 水野裕志 ウェアラブル型頸部体温計測デバイスの試作と性
能評価

日本福祉工学会第2回九州支
部大会2017 北九州国際会議場 2017年11月18日

12 水野裕志 ネックバンド型光電脈波計の試作とPTT計測 日本福祉工学会第2回九州支
部大会2017 北九州国際会議場 2017年11月18日

13 横井 聖宏
情報機器を用いた高齢者見守りサービスに関する
調査
共起ネットワークによるサービス概要説明文の分
析

第19回日本感性工学会大会
ポスターセッション 筑波大学 東京キャンパス 2017年9月13日

14 横井 聖宏 学習時の行動と集中度の関係に関する調査 第19回日本感性工学会大会
ポスターセッション 筑波大学 東京キャンパス 2017年9月12日

15 横井 聖宏 高揚的/抑鬱的な曲の感性的特徴の分析 第19回日本感性工学会大会
ポスターセッション 筑波大学 東京キャンパス 2017年9月12日

16 池　浩司 生体情報の測定とデータ活用法～心電図からわか
る疾患～ NiASセミナー 長崎北陽台高等高校 2017年10月23日

17 清水 悦郎 食道癌ステント留置術に用いる電導型イグロー焼
却の研究開発

第92回日本医療機器学会大会
学術集会 パシフィコ横浜 2017年7月1日

18 影本　浩 生物多様性を考える NiASセミナー 長崎北陽台高等高校 2017年10月23日
19 松岡 和彦 船が出来るまで～造船所の仕事～ NiASセミナー 清峰高等高校 2017年10月17日

20 松岡 和彦 海を拓く船、ロボット・IT化船とこれからの船
づくり

日本船舶海洋工学会第35回海
洋教育フォーラム

長崎大学海洋未来イノベー
ション機構　環東シナ海環境
資源研究センター

2017年10月22日

21 下島　真 ロボットの科学 NiASセミナー 佐世保工業高等学校 2017年6月22日
22 下島　真 ロボットで遊ぼう NiASセミナー 壱岐市立石田小学校 2017年7月25日
23 下島　真 工業科若手職員ロボット（EV３）研修会 NiASセミナー 鹿町工業高等高校 2017年8月1日

24 繁宮 悠介 生命の歴史～生命の誕生・カンブリア紀の大爆発・
恐竜の繁栄・人の誕生～ NiASセミナー 長崎工業高等高校 2018年1月17日
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　（３）研究紹介新聞記事

20170623長崎新聞
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20170808長崎新聞

20170822長崎新聞
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20170920長崎新聞

20170922長崎新聞
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20171111長崎新聞

20171117朝日新聞
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20171203長崎新聞
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20171206教育学術新聞
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　（４）外部資金受け入れ状況
１．科学研究費助成事業採択状況

平成29年度　　　　合計 23,010千円

２．奨学寄付金新規受入状況

平成29年度　　　　合計 40,265千円

３．受託・共同研究新規受入状況

平成29年度　　合計 29,334千円

文部科学省
№ 研究課題名 研究者
1 市民ネットワーク活動への参加型評価手法の拡張についての試み 蒲原　新一
2 クォーク物性を解き明かすALICE実験フォトン物理の新展開（分担） 濱垣　秀樹

3 人の視覚と同じ高次情報処理を実現する眼球内完全埋め込み型人工網膜システムの開発（分
担） 清山　浩司

4 三次元ヘテロ集積化技術を用いた積層型立体画像センサーLSIの開発（分担） 清山　浩司
5 J-PARC重イオン衝突における究極的高速データ収集系への挑戦（分担） 大山　　健
6 ALICE実験GEM-TPC連続読出を実現する新データ収集回路の要素開発 大山　　健
7 メスの交尾可能回数の種間変異がオスの繁殖戦略に与える進化的影響 繁宮　悠介
8 小脳失調を合併したランバート・イートン筋無力症候群の血液脳関門は破綻している 本村　政勝
9 頸部体温計測と冷却機能を有した完全ウェアラブル型熱中症予防システム 水野　裕志
10 ALICE増強における究極的超高帯域データ収集システムの要素開発 田中　義人
11 ALICE実験　ジェットと前方光子で探る高温ウォーク物性生成の起源（分担） 大山　　健
12 円網性クモの交尾器破壊を用いた雌の再交尾抑制とその進化（分担） 繁宮　悠介
13 メッセンジャーRNAの網羅的解析による重症筋無力症クリーゼの病態解明（分担） 本村　政勝

厚生労働省
№ 研究課題名 研究者

1 神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者
QOLの検証 本村　政勝

№ 寄付の目的 研究者
1 海流発電装置の開発 林田　　滋
2 情報通信システムに関する研究のため 黒川不二雄
3 教育研究運営助成のため） 黒川不二雄
4 エネルギーマネジメントに関する研究 松井　信正
5 重症筋無力症とLamvert-Eaton筋無力症候群の発症機序と治療の開発の研究 本村　政勝
6 乗務員の就労環境向上を目的とした低騒音型漁船の開発に関する研究のため 松岡　和彦
7 船舶工学に関連する教育研究の振興 林田　　滋
8 研究助成金として 本村　政勝
9 スイッチング電源回路に関する研究 黒川不二雄
10 研究助成金として 本村　政勝

№ 研究内容 研究者
1 自航試験の精度向上に関する研究 林田　　滋

2 国土交通省「海事生産性（i-Shippinng）を推進する革新的造船技術研究開発支援事業」再委託：
オープンソース造船用３Ｄ-ＣＡＤの開発とモジュール化設計による生産性向上 松岡　和彦

3 県内企業と大学によるロボット実装に向けた技術開発についての事例研究 田中　義人
佐藤　雅紀
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　（５）特許出願状況
№ 発明の名称 発明者

16-06 発電装置および発電方法（特願2017-140500） 影本 　浩

17-01 集積回路技術を用いた電子生成装置（特願2017-193069） 大山、濱垣、
田中、道上

17-02
PCT 機能性コンポストの製造方法（国際出願）（PCT/JP2017/027662）

大場、薄田、
下高、玖須、
松永　　　

17-03 バイオフィルター装置及びこれを用いた下水汚泥残渣脱水ろ液処理システム（特願2017-
148313）

大場　和彦
薄田　篤生
下高　敏彰

17-04 発酵ペレットの製造方法（特願2018-025098）
大場　和彦
薄田　篤生
下高　敏彰

№ 研究内容 研究者

4
環境省「平成28年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（低炭素型洋上風力発電低コス
ト化・普及促進事業）洋上海域動物・海底地質等調査事業」再委託：洋上風力発電施設設置
海域における効率的な環境調査のための浮体式環境観測装置の開発

池上　国広

5 舶用ガスタービン推進器の排熱回収発電システムに関する研究 松井　信正

6 高効率電源モジュールの設計解析 松井　信正
梶原　一宏

7 長崎産業振興財団「ナガサキ型新産業創造ファンドによる助成事業」ネックバンド型血圧計
の設計解析 水野　裕志

8 貝類付着防止に関する研究 影本　　浩

9 ＪＳＴ「NexTEP～未来の産業創造に向けた研究成果実用化促進事業～未来創造ベンチャー
タイプ」再委託：「草本バイオマスの高効率・高品質ガス化装置」の開発

村上　信明
中道　隆弘

10 海を活かす体験型技術教育の研究（ROVワークショップの指導方法など） 松岡和彦

11 デジタル制御電源における故障予測機能の研究開発 黒川不二雄
梶原　一宏

12 振動エネルギー伝搬解析技術の実用化に関する研究 本田　　巌

13 階段昇降アシスト手すりの移動時における画像処理による使用の際の安全性及び仕様機能の
向上

佐藤　雅紀
松井　信正

14 車載向けECUのモデルベース開発に関する共同研究 田中　義人

15 車内音低減アイテム開発に向けたインパネリインフォースの高周波ＮＶメカニズム調査に関
する研究 黒田　勝彦

16 石炭ガス複合発電のガス化炉モデルに関する研究 松井　信正

17 長崎市「共同開発補助金事業」ソーラー電力による足漕ぎアシスト駆動サイクルボートの開
発に関する研究

松井　信正
林田　　滋

18 長崎県「海洋エネルギー関連産業集積促進事業」洋上風車メンテナンス拠点形成推進のため
の技術開発の検討 池上　国広

19 人・農地プラン整備計画［茂木南部地区］大崎集落　“日本一のびわ産地”を目指す仕組み
づくり

蒲原・大場・
繁宮・中道・
市瀬 　　　

20 車載電源システムのモデルベースに関する研究 松井　信正

21 変圧電流プラントのモデルベース制御設計に関する研究 松井　信正
水野　裕志

22 高周波駆動電源の小型化に関する研究 黒川不二雄
梶原　一宏

23 長崎県「海洋エネルギー関連産業集積促進事業」洋上風車メンテナンス拠点形成推進のため
の技術開発の検討 本田　　巌

24 AIを用いた生産設備パラメータ調整に関する研究 黒川不二雄
松井　信正

25 日本原子力研究開発機構「原子力の基礎基盤研究-黎明研究」J-PARCにおけるバリオン励起
状態と高密度バリオン物質の実験手法と理論予測の発展 大山　　健

26 監視カメラ画像の解析による火災検知手法の研究開発 黒川不二雄

27 長崎市「共同開発補助金事業」階段昇降アシスト手すりの移動時における画像処理による使
用の際の安全性及び仕様機能の向上

佐藤　雅紀
松井　信正

28 火力発電プラントの最適制御設計手法に関する研究 松井　信正
水野　裕志
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